
 

             

令和３年１１月３０日  

                              

 

積雪寒冷地における新たな舗装技術を検討・発信します！ 
～「積雪寒冷地における道路舗装の長寿命化と予防保全に関する検討委員会」を開催～ 

 
 

 

 

 

  日 時：  令和３年１２月７日（火）１５時００分～（２時間程度） 

  場 所：  ＴＫＰ札幌駅カンファレンスセンター ホール３Ｃ 

        （札幌市北区北７条西２丁目９ ベルヴュオフィス３階） 

  議 題：  （１）委員会設立について 

        （２）舗装に関する委員会のこれまでの経緯 

        （３）新たな舗装技術に関する情報提供 

        （４）今後の予定について 

  委 員：  別紙参照 

 

  ※ 傍聴・取材を希望される方へ 

   １ 報道機関の取材について 

     委員会は非公開で行いますが、カメラ撮りは検討会の冒頭まで可能です。 

   ２ 当日の議事概要は、後日、北海道開発局のホームページに掲載する予定です。 

   ３ 新型コロナウイルス対策のため、会場入場の際に受付で体温を測定いたします。また、カメ

ラ撮りの際にはマスクの着用と手指の消毒をお願いいたします。 

   ４ 駐車スペースがございませんので、公共交通機関をご利用の上、お越しください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問合せ先】 国土交通省 北海道開発局  電話（代表）011-709-2311 

      建設部 道路建設課 課長補佐    長谷（内5374） 

建設部 道路建設課 道路技術専門官 小林（内5367） 

北海道開発局ホームページ https://www.hkd.mlit.go.jp/ 

積雪寒冷地という地域特性や老朽化による道路損傷が拡大する中、新たな舗装技術やイ

ンフラ整備を目的とした、学識経験者を含む産学官で構成される「積雪寒冷地における道

路舗装の長寿命化と予防保全に関する検討委員会」を設置しましたので、以下のとおり第

１回の会議を開催いたします。 



別 紙   

 

「積雪寒冷地における道路舗装の長寿命化と予防保全に関する検討委員会」委員 
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  敬称略 五十音順 ◎：委員長 

 

＜行政関係者等＞ 

 

 東日本高速道路(株) 北海道支社 技術部 技術企画課 課長   阿部
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札幌市 建設局 土木部 道路維持課 課長           能
の

代
しろ

 卓
たく

己
み
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  敬称略 五十音順 



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

「積雪寒冷地における道路舗装の長寿命化と
予防保全に関する検討委員会」の設立について

令和３年１１月３０日



「積雪寒冷地における道路舗装の長寿命化と予防保全に関する検討委員会」 （１）

1. 融雪期に多発するポットホールや冬期に発生するひび割れ等、積雪寒冷地特有の舗装損傷
2. 目視による舗装損傷の確認から、より効率的な舗装点検・診断手法の確立
3. 損傷箇所を補修後、早期に再劣化する事例が見受けられる

積雪寒冷地における新たな舗装技術

1. 耐久性の高い舗装を設計・施工する技術
① 冬期によるひび割れを起こしにくい舗装技術（新たな舗装施工及び材料）
② 路面下の水分が凍結することで路面が隆起する現象（凍上）を抑制する技術

2. 効率的な点検・診断技術
① ＡＩ活用等による舗装点検・診断
② ポットホール等道路損傷の発生箇所の早期発見・分析

3. 効果的な補修技術
① 舗装損傷に応じた補修技術（新たな補修方法及び材料）

検討項目

近年、新たな舗装施工技術や新工法・新材料が進められており、より耐久性の高い舗装技術、より効果的な補
修方法など、積雪寒冷地における課題に有効的な舗装技術について、委員会で検討・発信

道路舗装の課題



「積雪寒冷地における道路舗装の長寿命化と予防保全に関する検討委員会」 （２）

２ｰ① 『ＡＩ活用による舗装点検・診断』 を検討

⇒点検者による目視での巡回・点検から、ビデオカメラの撮影・ＡＩによる判定を行う工法

従来の点検手法

◀ 手作業による
点検調書作成

下車して損傷している▶
箇所を確認し、写真撮影

新たな点検手法

道路損傷を把握し、 ▶
判定することが出来る。
（ひび割れと認識した
箇所は、赤線で表示）

具体的な検討項目（例）

●新たな点検技術が実現することによる利点
・目視により点検・撮影するよりも、作業時間が大幅に削減（経済性、安全性に優れている）
・手入力で作成していた帳票を、自動的に作成することが可能（作業の効率化）

状況写真

舗装点検・診断イメージ

自動入力による
点検調書作成が可能


